
 

業  種 鉄道・軌道 

取組分野 教育・訓練 

テ ー マ 運転シミュレータによる軌道内作業者への運転体験教育 

取組の狙い 触車事故の防止の観点から、線路内立入り作業の多い保線及び電気施設保

守の現業部門を対象に、運転士には作業員の待避状況がどのように映るの

かを体験させることにより、意識の差を埋めること。 

 

具体的内容 ・保線係員による軌道内作業時の列車待避不良事象は年間 1～２件程度発

生しており、場合によっては急停止措置など列車運行に影響する事象も発

生していた。 

 

・この事象に対し、同種の問題を懸念していた電気部門も加え、運輸部門

との間で課題共有を図っていた。そのような中、日々の軌道内作業に従事

している保線係員が、「列車待避不良は、運転士と軌道内作業係員では待

避行動を開始すべきと考える時機、すなわち双方が危険と感じるタイミン

グが異なるために発生するのではないか。」という疑問を持ち、この意識

の乖離を埋めるためには運転士目線で体感してみることが効果的である

と考え、自ら運転シミュレータを導入した本教育の実施方を発案した。ま

た、同じ課題を持つ電気部でも、保線課での導入後、本教育を取り入れた。

 

・本教育では、机上での触車事故防止、特に運転士の前路注視に関する座

学教育に加えて、乗務員教育に使用される運転シミュレータの異常時訓練

メニューを活用し、運転士の視線から作業員の待避状況がどのように映っ

ているのかを体験させた。これにより運転士の操業状況を理解させ、触車

事故の防止に繋げた。 

 

・本教育導入に際し、最も苦労した点は、受講者が興味本位で運転シミュ

レータをさわるということにならないよう、教育の目的を明確に伝えるこ

とであった。 

 

運転シミュレータと運転体験教育の様子 

 

 

 

 



 

取組の効果 ・保線課は約 40 名、電気部は約 80 名が受講し、教育実施（平成 24 年 6

月）以降、列車遅延を伴う待避不良事象は発生していない（平成 25 年 11

月 22 日現在）。 

・受講者からは「運転士の目線で軌道内作業者がどう見えているのか分か

りやすかった。」、「電車は急ブレーキが効かないということがよく分かっ

た。待避は早期に行うことが原則であると改めて確認できた。」の反応が

あった。また、電気部が事後アンケートを実施したところ、ほぼ全員が有

効な訓練であったと評価している。 
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